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株 主 の 皆 様 へ
T o  O u r  S h a r e h o l d e r s

中期経営計画達成に向け、
コア事業での確固たる地位の確立と信頼性の確保、
海外進出を見据えた事業戦略を進めてまいります。

代表取締役社長 横
よ こ

田
た

 隆
たかし

完成すれば見えなくなってしまうことがほとんどですが、当社の製品は社会のあらゆ
るところで活躍しています。そんな当社の取り組みをご紹介する『ココニモコニシ』、
今回は従来当社が強みを持っている住関連分野での取り組みをご紹介します。

住 関 連 外 装 編vol.2
コ コ ニ モ

コ ニ シ
k o k o n i m o  K O N I S H I特 集

　近年、戸建て住宅やビル・マンション等の外観において、意匠に高
級感を出したり、躯体の耐久性を高めたりする目的で外壁をタイル張
りにする機会が増えてきています。従来はモルタルでタイルを張り付
けていましたが、震災以降、揺れに追従し、タイルが剥落しにくい弾力
性のある接着剤での施工が広まりつつあります。当社は、この分野で
のシェアの拡大をめざし、積極的な営業活動を展開しています。また
今期は栃木工場においてタイル施工用も含めた建築内外装用弾性
接着剤の生産設備を増強し、今後の需要増に対応していきます。

　従来、日本の住宅の外壁にはモルタルや土壁を塗った「塗り壁」が
主流でしたが、現在では多くの戸建て住宅の外壁に「サイディング」と
呼ばれる板状の外壁材が用いられています。主流となっている窯業
系サイディングは住宅外装用シェアの約7割を占めています。そうし
た中、サイディングのすき間を埋めるシーリング材の需要も増えてき
ています。コニシグループでは、作業性や耐候性などそれぞれのニー
ズに応えた戸建て用変成シリコーン系シーリング材を開発し、お客様
の好評を得ており、今後さらなるシェア拡大をめざし活動していきま
す。

タイル施工用接着剤

戸建て用シーリング材

新聞広告WEBサイト「ココニモコニシ」
http://www.bond.co.jp/koko/index.html

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、日銀による大規模な金融緩和、政府が打ち出す公共投資等による景気刺
激策を背景に、円安進行による輸出の持ち直し、株価の上昇、個人消費の持ち直し等、企業業績や景気は緩やかに回復していま
す。先行きについても2020年の東京オリンピック開催が決定し、長期での景気の回復基調が予測されます。一方、海外経済にお
いては、緩やかな回復基調にはあるものの、アメリカの財政不安や新興国経済の成長鈍化による景気下振れの要因がある等、依
然として先行き不透明な状況が続いています。
　当社グループの関連業界では、住宅業界においては、景気回復に伴う期待感や消費増税前の駆け込み需要により、戸建て住
宅やマンションの新設およびリフォーム工事が堅調に推移しました。土木建築業界においては、政府が主導する復興需要の継続
と公共投資の増加により、インフラ関連を中心とした補修・補強工事並びにストック市場における補修・改修工事が堅調に推移
しました。自動車業界においては、前年のエコカー補助金制度の反動により業界全体としては前年を下回った生産で推移してい
るものの、好調な北米への輸出や消費増税前の駆け込み需要により一部で増産
の動きが見られました。電子・電機業界においては、スマートフォンやタブレットと
いった携帯端末市場を中心に回復基調は見られるものの、全体としては依然とし
て厳しい経営環境で推移しました。
　このような状況のもと、当社グループにおきましては、平成27年3月期を目標
到達年度とする中期経営計画の基本戦略に従い、コア事業での確固たる地位の
確立と信頼性の確保による利益の創出、事業拡大による成長戦略、アジア市場へ
の展開を売上達成の基本姿勢として、強い生産と物流体制、スピードのある研究
開発部門の構築に努めてまいりました。
　この結果、当第２四半期連結累計期間の業績は、売上高527億86百万円（前期
比3.1％増）、営業利益26億50百万円（前期比5.3％増）、経常利益27億70百万円

（前期比15.7％増）、四半期純利益は15億94百万円（前期比19.8％増）となりまし
た。
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そ の 他

（ ）内は前期比

連 結 セ グ メ ント 別 売 上 高 ・ 営 業 利 益 構 成 比
O p e r a t i n g  R e s u l t s

ボ ンド 事 業 部 門

化 成 品 事 業 部 門

売上高

営業利益

25,646 百万円
（+6.3％）

売上高

24,150 百万円
（−1.2％）

売上高

2,989 百万円
（+13.2％）

売上高

2,260 百万円
（+4.5％）

営業利益

305 百万円

営業利益

88 百万円
（+22.2％）

営業利益

配当について
　第89期（平成26年3月期）の中
間配当は、直近の配当予想の通り
1株当たり普通配当14円となり
ます。また、年間配当金につきま
しては、期末配当14円を合わせ
た年間配当金28円を予定してお
ります。

戸建て住宅およびマンションの新設着工戸数
が堅調に推移し、内装工事用接着剤、建材用接
着剤および戸建て用シーリング材が引き続き
順調。

産業向け商品を中心に需要減となる中、高止
まりする原材料価格の販売単価への転嫁を
行ったが、売上は前年並みで推移。

道路、トンネル、橋梁等のインフラ市場における
補修・補強工事並びにビル、マンション等のス
トック市場における補修・改修工事が増え、補修
材や工法、また、ビル建設用シーリング材が順調。

為替の円安基調により北米向け自動車販売が
好調に推移するなど機能性材料等の販売は堅
調なものの、前年のエコカー補助金制度の特
需をカバーするまでには至らず、売上は前年
実績を下回る。

紙関連用途向け水性接着剤、パネル用途向け
ウレタン系接着剤および自動車関連産業向け
離型剤を中心に売上を伸ばす。

一部業界の回復基調により封止材等の基板関
連商材に動きはあったものの、全体としては
売上が前年実績を下回る。

ホームセンターに対する新規製品導入やテレ
ビコマーシャル放映による既存製品の拡販を
展開した結果、順調に売上を伸ばす。

住宅関連

化学工業・塗料業界向け

インフラおよびストック市場における補修・改修・補
強工事が順調に推移し、売上を伸ばす。

工事請負事業（土木建設工事業）

土木建築関連

自動車業界向け

住宅設備、建築金物およびレジャー用途向け製品の販
売が順調。

塗料事業

産業資材関連

電子・電機業界向け

海外向けのSDS作成支援ソフトおよび海外法規データ
ベースの受注遅延等により売上は前年実績を下回る。

化学品データベース事業

一般家庭用関連

百万円

（＋3.1％）
52,786

48.6%
ボンド事業部門

化成品事業部門

45.8%

その他

5.6%

百万円

（＋5.3％）
2,650

85.2%
ボンド事業部門

化成品事業部門

11.5%
その他

3.3%

0
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売上高 営業利益

第88期
第2四半期（累計）

第89期
第2四半期（累計）

2,163
24,130 2,260

25,646

（百万円）
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288
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売上高 営業利益

第88期
第2四半期（累計）
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第2四半期（累計）

72

2,640
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（百万円）

（+5.7％）
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財 務 ハ イ ラ イト
F i n a n c i a l  H i g h l i g h t s

連結業績 個別業績

第2四半期累計期間 通 期

100,666

12.311.3 13.3 14.3

48,129

100,231

48,119 51,223

104,757

52,786

111,400
（予想）

0
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90,000

120,000

12.311.3

第2四半期累計期間 通 期

13.3 14.3

75,784

37,080

76,709

37,025 39,610

79,150

40,485

84,100
（予想）
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14.313.312.311.3
第2四半期会計期間末

純資産総資産 自己資本比率

74,522
67,032

36,603

72,291

38,397

52.1
50.6

41,755

53.3

76,181

43,670

54.3
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55.0

60.0

12.3 13.311.3

純資産総資産

14.3
第2四半期会計期間末

自己資本比率

61,966

60.059.5

56.7

56,706

33,715

61,776

35,009 37,178

63,020

60.9

38,384

0

20,000

40,000

60,000

80,000

45.0

40.0

50.0

55.0

60.0

13.312.311.3 14.3

5,009

5.0

2,025
2,516

5.1

5,380

2,650

5.0

5,950
（予想）

4,777

4.8

2,139

0

2,000

4,000

6,000

0

3.0

6.0

9.0

第2四半期累計期間 通 期営業利益
第2四半期累計期間 通 期営業利益率

12.311.3 13.3 14.3

4.6 4.5

3,449

1,478

3,428

1,619 1,778

4.5

3,523

1,709

4.2

4,000
（予想）

第2四半期累計期間 通 期営業利益
第2四半期累計期間 通 期営業利益率

0

2.0

4.0

6.0

8.0

0
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2,000

3,000

4,000

13.312.311.3

第2四半期累計期間 通 期経常利益
第2四半期累計期間 通 期四半期純利益

14.3
0

2,000

1,000

3,000

4,000

6,000

5,000
5,364

1,068

2,746

923

2,320

1,974

4,885 4,723

2,094 2,393

1,331

3,084

5,980
（予想）

2,770

1,594

3,350
（予想）

12.311.3 13.3

第2四半期累計期間 通 期経常利益
第2四半期累計期間 通 期四半期純利益

14.3

3,540 3,590

1,595 1,759

1,010

2,216

912

1,930
1,803
1,136

3,621

2,263

1,961
1,283

4,190
（予想）

2,630
（予想）

0

1,000

2,000

3,000

4,000

5,000

（注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。 （注）記載金額は百万円未満を切り捨てて表示しております。

■ 売上高	 （百万円） ■ 売上高	 （百万円）

■ 総資産・純資産・自己資本比率	 （百万円・％） ■ 総資産・純資産・自己資本比率	 （百万円・％）

■ 営業利益・営業利益率	 （百万円・％） ■ 営業利益・営業利益率	 （百万円・％）

■ 1株当たり四半期（当期）純利益	（円） ■ 1株当たり四半期（当期）純利益	（円）

■ 経常利益・四半期（当期）純利益	（百万円） ■ 経常利益・四半期（当期）純利益	（百万円）

■ 1株当たり純資産額	 （円） ■ 1株当たり純資産額	 （円）

現金及び預金 �  +1,253百万円
受取手形及び売掛金 �  −1,454百万円

未成工事支出金 �  +599百万円
支払手形及び買掛金 �  −413百万円

投資有価証券 �  +529百万円
前年期末比

13.312.311.3

第2四半期累計期間 通 期

14.3

67.59

139.37

54.21

117.76

46.85

156.55

80.94

170.05
（予想）
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（予想）
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決算等のIRに関する情報はhttp://www.bond.co.jp/ よりIR情報をご覧ください。
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Konishi Lemindo Vietnam Co., Ltd.

科陽精細化工（蘇州）有限公司
科昵西貿易（上海）有限公司

台湾丸安股份有限公司
KF Instruments India Pvt. Ltd.

Kony Sunrise Trading Co., Ltd.

PT.Konishi Indonesia

TOPICS
海外事業の強化

　当社は、中期経営計画達成の基本戦略に従い「アジア市
場への展開」を売上達成の基本姿勢の一つとしています。
現在、接着剤・シーリング材等の生産拠点として中国 

「科陽精細化工（蘇州）有限公司」、ベトナム「Konishi 
Lemindo Vietnam Co.,Ltd.」、精密成型部品の生産拠点
としてインドに「KF Instruments India Pvt.Ltd.」があ
ります。販売拠点としては、中国「科昵西貿易（上海）有限
公司」、タイ「Kony Sunrise Trading Co.,Ltd.」、台湾に

「台湾丸安股份有限公司」の3拠点を構えています。
　この度、アジア市場へ更なる事業展開を推進するため、インドネシアに販売拠点
である「PT.Konishi Indonesia」を設立しました。既存拠点とともにアジア地域に
おける海外ネットワークを構築し、事業拡大をめざしてまいります。

　当社は平成25年7月、近年の日系企業における生産拠点の
海外シフトに伴い、現地での顧客ニーズに応えるほか、今後も
成長が見込めるアジア市場への事業展開を推進するため、イ
ンドネシア共和国ジャカルタ市に、化成品事業関連の販売会
社「PT.Konishi Indonesia」を設立しました。接着剤や塗料の
原材料の輸出入および販売、また汎用樹脂やエンジニアリン
グプラスチック樹脂など合成樹脂の輸出入および販売を行い
ます。平成26年1月から本格的な活動を開始する予定として
おり、日系ユーザーのみならず現地メーカーへの販売も積極
的に行ってまいります。

　当社は平成22年7月、ベトナムにおいて接着剤の生産拠点
「Konishi Lemindo Vietnam Co.,Ltd.」を設立しています。従
来当社の出資は40％でありましたが、急速な市場環境の変化
に即応するため、経営の自由度を高め、意思決定の迅速化を図
ることを目的として、当社の子会社といたしました。「Konishi 
Lemindo Vietnam Co.,Ltd.」では、主に木工用の接着剤を製
造しており、現地メーカーへ供給を行っています。今後、経済
成長に伴い家具などの木工用接着剤の需要が高まるベトナム
を中心として、東南アジア地域での供給拠点を視野に入れ、生
産から販売まで一貫した運営を推進してまいります。

　当社は平成22年1月、インドにおいて精密成型部品（電子機器）の生
産拠点「KF Instruments India Pvt.Ltd.」を設立しています。今後新規
顧客向け製品の供給および既存顧客向け製品の増産等が控えている
ことから、工場の土地拡張と工場建設の投資に充てる増資を実施しま
した。「KF Instruments India Pvt. Ltd.」では、現在インド進出の日系
企業向けに自動車など電装用のプラスチック部品を生産しており、こ
れによりインド進出日系企業の事業展開に効率的かつ迅速に対応し、
自動車・電子電機業界へのさらなる販売強化・拡充を進めてまいりま
す。さらに商社の強みも発揮するべく、化学品の販売拠点を視野に入
れた活動も行ってまいります。

インドネシアに化成品事業関連の販売会社を設立【PT.Konishi Indonesia】 ベトナム持分法適用会社の子会社化【Konishi Lemindo Vietnam Co.,Ltd.】

インド子会社の工場拡張と設備増強【KF Instruments India Pvt.Ltd.】
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その他法人 2,858,425株 14.0％

（信託銀行以外）

金融商品取引業者 136,928株 0.7％

金融機関 542,700株 2.7％

外国法人等 2,152,024株 10.6％

信託銀行 3,024,200株 14.9％

11,639,443株 57.1％

4,541名 92.4％

その他法人 204名 4.2％

（信託銀行以外）
金融機関 11名 0.2％

信託銀行 18名 0.4％

金融商品取引業者 32名 0.7％

外国法人等 103名 2.1％

1単元未満 1,385名 28.2％

1,000単元以上 39名 0.8％

100単元以上 213名 4.3％

10単元以上 1,027名 20.9％

1単元以上 2,245名 45.8％

20,353,720株

4,909名

4,909名

個人・その他※

個人・その他※

▼所有者別株主数の分布状況

▼所有株数別株主数の分布状況

会 社 概 要 株 式 の 状 況（平成25年9月３0日現在）
C o r p o r a t e  P r o f i l e S t o c k  I n f o r m a t i o n

設　　 立
資 本 金
従 業 員 数
証券コード
事 業 所

1925年（大正14年）9月25日

46億03百万円

連結1,089名、単独705名

4956

ボンド事業部門 化成品事業部門 その他

ボンド営業本部
生産・研究開発本部 化成品事業本部 不動産部門

水口化学産業㈱　ボンドケミカル商事㈱
ボンド販売㈱　ボンド物流㈱　科昵西貿易（上海）有限公司
サンライズ・エム・エス・アイ㈱
科陽精細化工（蘇州）有限公司
Konishi Lemindo Vietnam Co.,Ltd.（ベトナム）

丸安産業㈱　台湾丸安股份有限公司
科昵西貿易（上海）有限公司
Kony Sunrise Trading Co.,Ltd.（タイ）
KF Instruments India Pvt. Ltd.（インド）
PT.Konishi Indonesia（インドネシア）

ボンドエンジニアリング㈱
日本ケミカルデータベース㈱
コニシ工営㈱
ミクニペイント㈱

平成25年11月1日時点

コニシ㈱

連結子会社

本 　 店
大阪本社
東京本社
支 　 店
営 業 所
製造拠点
研 究 所

〒541-0045 大阪市中央区道修町1丁目6番10号
〒541-0045 大阪市中央区道修町1丁目7番1号 北浜TNKビル
〒101-0054 東京都千代田区神田錦町2丁目3番地 竹橋スクエア
名古屋、福岡、札幌
仙台、北関東、南関東、金沢、広島、高松
栃木工場、浦和工場、滋賀工場
浦和研究所、基礎研究所、大阪研究所

代 表 取 締 役 会 長
代 表 取 締 役 社 長
専 務 取 締 役
取 締 役
取締役兼執行役員
取締役兼執行役員
取締役兼執行役員
取締役兼執行役員
常 勤 監 査 役
監 査 役
監 査 役
監 査 役
常 務 執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員
執 行 役 員

大 丸 　 智 夫
横 田 　 　 隆
東 郷 　 正 人
小 西 　 哲 夫
須 藤 　 孝 也
皆 見 　 昌 宏
日 下 部 　 悟
有 澤 　 彰 三
髙 村 　 輝 男
竹 内 　 鈴 子
坂 口 　 博 信
狩 野 　 　 仁
山 下 　 博 史
井 上 孝 一 郎
松 下 眞 一 郎
野 田 　 昌 治

▼会社概要（平成25年9月30日現在）

▼セグメントと関係会社

▼株式の状況 ▼所有者別株式数の分布状況

▼株価および株式売買高の推移

▼大株主（上位10名）

発行可能株式総数
発行済株式の総数
1単元の株式数
株 主 数

80,400,000株
20,353,720株

100株
4,909名

株主名 持株数（千株） 持株比率（％）

小西信一郎 1,485 7.54
コニシ共栄会 1,133 5.75
日本トラスティ・サービス
信託銀行株式会社(信託口） 1,045 5.31

日本マスタートラスト
信託銀行株式会社(信託口） 579 2.94

小西千代子 410 2.08
コニシ従業員持株会 357 1.81
株式会社三菱東京ＵＦＪ銀行 352 1.78
井上道子 345 1.75
株式会社カネカ 342 1.73
小西哲夫 309 1.57

（注１）�日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口）および日本マスタートラスト信託銀
行株式会社（信託口）の持株数は、すべて信託業務に係る株式であります。

（注２）持株数は、千株未満を切り捨てて表示しております。
（注３）�持株比率は、自己株式（653,596株）を控除して記載しております。 

また、小数点第３位以下を切り捨てて表示しております。

売買高高値
株価（円）

（平成25年）

株式売買高（千株）安値

9月8月7月6月5月4月

1,225 1,457

1,880

1,557 1,521 1,582
1,820 1,730 1,812

1,890 1,975 2,026 1,903 1,974

1,871

1,072 830 633

0

1,000

2,000

3,000

4,000

0

500

1,000

1,500

2,000

▼役員（平成25年9月30日現在）

　本株主通信に添付している郵便はがきの株主様アンケートにご回答の上、ご返信ください。
　�「ボンド ウルトラ多用途S・U クリヤー 25ml」「ボンド ペーパーキレイ 30ml」をプレゼントいたします。
（応募者全員にプレゼントいたします。締め切りは平成26年1月20日消印有効とさせていただきます）

株主様アンケートのご案内

※自己株式含む

※自己株式含む

※自己株式含む
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